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送配電部⾨における効率化の取組状況

平成30年11⽉30⽇
北海道電⼒株式会社



1１．はじめに

○当社はこれまでも、広⼤過疎・積雪寒冷という地域特性を踏まえ、設備形成や設備保全で
様々な⼯夫を⾏いながら、低廉で安定的な電気の供給に努めてまいりました。

○今後は、以下のような事業環境の変化にも適切に対応しながら、電⼒の安定供給と継続的
な効率化を両⽴して⾏かなければならないと考えております。
 ⼈⼝減少や節電・省エネの進展による電⼒需要（kWh）の減少
 送配電設備の⾼経年化に伴う設備の維持・更新費⽤、必要施⼯量の増⼤への対応
 再⽣可能エネルギーの導⼊拡⼤を踏まえた系統増強、設備形成への対応

○このような状況の中、昨年度の電⼒・ガス取引監視等委員会料⾦審査専⾨会合（託送
収⽀の事後評価）では、「他社の取組事例（※）も参考に、更なる効率化やコスト削減に
向けた様々な取組を進めていくこと」が⽰されており、今年度における当社の検討・取組状況
をとりまとめましたので、公表いたします。

（※）各⼀般送配電事業者の代表的な効率化取組事例として、122項⽬の効率化内容を公表



2２．効率化推進体制について

• 安定した利益を⽣み出せる経営体質の構築に向け、「経営基盤強化推進委員会」および「調
達検討委員会」を設置しています。「経営基盤強化推進委員会」では、外部専⾨家のサポート
を活⽤し、⾜元のみならず中⻑期を⾒据え、収⼊拡⼤策とグループ会社を含めた効率化・コスト
低減策を強⼒に推進することにより、収⽀の抜本的な改善と財務体質の強化を図っています。

• また、「調達検討委員会」では、「経営基盤強化推進委員会」と連携して、競争発注のさらなる
拡⼤などにより全社的な資機材調達コストの低減を図るため、調達部⾨および経営層が⼀体と
なり、外部専⾨家のアドバイスを活⽤しながら取り組みを進めています。
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・ 昨年度の託送収⽀の事後評価で各社から提⽰された効率化事例（122項⽬）のうち、他社
の取組事例（106項⽬）に関する、昨年度時点の当社の取組状況は以下のとおりです。

当社の取組状況

○ △ × － 合計
効率化のための体制 11 － － － 11
⼈件費の削減等 12 － － － 12

調達の合理化
発注⽅法の効率化 15 － － － 15
仕様･設計の汎⽤化・標準化 9 2 1 － 12

⼯事内容の⾒直し
新材料・新⼯法の利⽤ 11 3 － 3 17
系統構成設備の効率化 8 1 － － 9

設備保全の効率化
点検周期の延伸化等の効率化 14 － － － 14
取替時期の延伸等の効率化 7 7 － － 14

その他の効率化 0 ２ － － 2
合計 87 15 1 3 106

(凡例)
○：他社と同様の取組を実施
△：他社と同様と思われる取組を実施
×：取組を実施していない（実施できない、現在検討中等を含む）
－：対象設備が無い場合

３．他社の効率化事例に対する取組状況 （１）昨年度の取組状況

次⾴以降で今年度の検討状況を説明
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他社の効率化事例 評価 当社の取組状況

超狭根開き鉄塔の開発 東京 △ 類似取組事例として、鋼板組⽴柱建替の⼀部等において、狭根
開き鉄柱を採⽤

要求仕様の⾒直しによる調達先候補の複数化
（「複合型補償リアクトル」の仕様緩和） 中部 △ 類似取組事例として、単体の補償リアクトルについて複数社による

競争発注を実施

２本継コンクリート柱への仕様変更 関⻄ × → △
類似取組事例として、⼭間部など電柱運搬が困難な箇所において
複合鉄筋コンクリート柱等の分割柱を採⽤（他社で実績のある分
割柱について、各社仕様の現状把握と、施⼯検証や適⽤⽅法等
の検討を進めている）【Ｐ６参照】

柱上変圧器取替⼯事の効率化 東京 △ 類似取組事例として、各種⼯法に適⽤した間接活線
（ホットスティック）を導⼊し、作業⼿順書を作業毎に標準化

⾃動電圧調整器の仕様⾒直し 北陸 △ 類似取組事例として、重塩害地区に対し、必要な錆対策を実施
した重耐塩型⾼機能⾃動電圧調整器を導⼊

鉄塔塗装剤の新規採⽤による塗装周期延伸 北陸 △
類似取組事例として、低コスト化に向けた汎⽤品の塗装剤活⽤を
⽬指し、耐久性や低温施⼯性など汎⽤品の塗料性能について確
認を進めている（確認の結果、当社設備の設置環境に適合する
塗装剤については、順次適⽤していく予定）【Ｐ７参照】

ダイナミックレイティング活⽤による設備増強の回避 東京 △ 類似取組事例として、潮流調整システムの導⼊により、既存設備
の余⼒を有効活⽤し、設備増強を回避

３．他社の効率化事例に対する取組状況（２）今年度の取組状況 ①

・ 他社の効率化事例（106項⽬）のうち、「△:他社と同様と思われる取組を実施、×:取組を
実施していない」 と評価した16項⽬について、今年度の検討状況をとりまとめました。

・ 今後も各社の効率化取組事例を参考としつつ、効率化に努めてまいります。
【今年度の取組状況】

（凡例）○：他社と同様の取組を実施 △：他社と同様と思われる取組を実施 ×：取組を実施していない(実施できない、現在検討中等を含む) －：対象設備が無い場合



5３．他社の効率化事例に対する取組状況（２）今年度の取組状況 ②

他社の効率化事例 評価 当社の取組状況

保護継電装置におけるユニット交換⼯法の
採⽤ 中部 △ → ○

6kV保護継電装置で同⼯法を採⽤。取替時の個別検討によりコストメリッ
トが⾒込める場合に適⽤し、⼯事期間の短縮と取替費⽤の低減を両⽴
【Ｐ８参照】

コンクリート柱の取替時期において、⾼精度
巡視データに基づく取替時期の延伸化 関⻄ △

類似取組事例として、定期巡視等の「劣化判定基準」に基づく⽬視点検結
果を踏まえ、強度が低下しているものに厳選し設備更新を実施。加えて保
守データベースで管理

変圧器について、フルフラールと平均重合度
の関係式を⽤いて設備寿命の⾒極め 関⻄ △ → ○

外気温が低い北海道では、漏油障害等の外部劣化が変圧器更新の主要
因となるため、漏油修繕等により更新時期の延伸化を図っている。同様の取
組は⼤規模漏油修繕時の内部の劣化診断で実施【Ｐ９参照】

超⾼圧⺟線保護リレー装置の部品単位
での交換によるコスト低減 四国 △ → ○

6kV保護継電装置で同⼯法を採⽤。取替時の個別検討によりコストメリッ
トが⾒込める場合に適⽤し、⼯事期間の短縮と取替費⽤の低減を両⽴
【Ｐ８参照】

変圧器の更新時期の延伸 九州 △ → ○
外気温が低い北海道では、漏油障害等の外部劣化が変圧器更新の主要
因となるため、漏油修繕等により更新時期の延伸化を図っている。同様の取
組は⼤規模漏油修繕時の内部の劣化診断で実施【Ｐ９参照】

コンクリート柱のひび割れや剥離等の現地
補修 九州 △ 類似取組事例として、コンクリート柱頂部の劣化対策として樹脂キャップ・補

強板の取付けや、補修材等による簡易補修等を実施【Ｐ１０参照】

⾼耐⾷メッキの導⼊ 沖縄 △ → ○ 重塩害地区の柱上変圧器、SVR機器類に⾼耐⾷メッキを使⽤
【Ｐ１１参照】

配電盤運⽤保守業務の遠隔化 東北 △ → ○
社内通信回線を活⽤し、遠隔地から事故時の情報収集等が可能である保
守情報伝送システムを導⼊（更なる保守業務の効率化に向けて⼀部の事
業所にモバイル端末を試験導⼊）【Ｐ１２参照】

九電ハイテックへの保全業務委託 九州 △ 類似取組事例として、送配電業務の⼀部（定期巡視・点検、⼯事施⼯、
伐採等）について、グループ会社への委託を実施

（凡例）○：他社と同様の取組を実施 △：他社と同様と思われる取組を実施 ×：取組を実施していない(実施できない、現在検討中等を含む) －：対象設備が無い場合



6３．他社の効率化事例に対する取組状況 （３）取組事例①

【仕様・設計の汎⽤化・標準化】 コンクリート分割柱の適⽤（配電設備）

複合鉄筋コンクリート柱（複合柱）

・ ⼭間地等において建柱⾞の使⽤や電柱運搬が困難な箇所では、運搬が容易な複合鉄筋コン
クリート柱、鋼板組⽴柱を施設場所の状況に合わせて選択し使⽤しています（約180本/年）。

・ 他社で実績のある分割柱について、作業性や適⽤⽅法等の検討を進めています。

②複合台柱
（鉄筋コンクリート台柱）

①複合パンザー
（鋼板組⽴柱）

※①②を組合せ

建替状況

鋼板組⽴柱

複合
パンザー

複合
台柱

分割部
継ぎ⽬

コンクリート分割柱
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【塗料評価例】
・汎⽤品の塗料について、耐久試験等により性能を確認しています。
試験項⽬例 複合サイクル試験 耐候性試験

塗料Ａ

塗料Ｂ

減耗率10%

減耗率0%

低温塗装試験
昼間模擬：+5℃

（冷蔵庫）
夜間模擬：-5℃

（冷凍庫）

実作業を想定し
昼夜条件で試験

⾃然環境を模擬した乾燥・
湿潤サイクル等で劣化を促
進し耐久性を確認。

太陽光への暴露を模擬し、
紫外線等による劣化を促進
し耐久性を確認。

冷涼な北海道の気温環境下における施⼯時
期拡⼤を⽬的に、春先・秋⼝を模擬し、低温
性能を確認。

３．他社の効率化事例に対する取組状況 （３）取組事例②

・ 防錆塗装により鉄塔の延命化を図るためには、設備環境に適した塗料が必要となります。
・ 低コスト化に向けた汎⽤品の塗装剤活⽤を⽬指し、耐久性や低温施⼯性など汎⽤品の塗料

性能の確認を今年度終了予定で進めており、当社設備の設置環境に適合する塗装剤について、
次年度以降、現場適⽤を進めていきます。

【新材料・新⼯法の利⽤】 塗装剤（汎⽤品）の耐⾷性に関する研究（送電設備）

電磁膜厚計で測定し
た膜厚の変化で評価

⼈⼯的な傷を付
け、塗料の剥離
などの状況を確認
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【取替時期の延伸等の効率化】 保護継電装置におけるユニット交換⼯法の採⽤（変電設備）

取替前の6kV保護継電装置（左）とユニット交換⼯法を採⽤した取替後の6kV保護継電装置（右）

筐体等は継続使⽤ 保護継電器ユニット単位で交換

・ 従来は、6kV保護継電装置の更新作業において、装置単位での交換作業を実施していました
が、耐⽤年数の⻑い筐体等を継続使⽤したうえで、保護継電器ユニットのみを交換する「ユニット
交換⼯法」を採⽤し、⼯事期間の短縮と取替費⽤の低減を図っております。

３．他社の効率化事例に対する取組状況 （３）取組事例③
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【取替時期の延伸等の効率化】 変圧器内部の巻線絶縁紙の劣化診断（変電設備）

＜内部劣化を把握するための巻線絶縁紙の劣化診断＞

 変圧器内部の絶縁油の採取・成分分析（フルフラール測定［右図
参照］など）

 変圧器内部のリード線等に巻きつけてある絶縁紙の採取・分析

絶縁油および絶縁紙の分析結果と負荷や周囲温度等の変圧器の
運⽤実態から、巻線絶縁紙の劣化状態を把握します。

測定したフルフラール量と絶縁紙の平均重合度との関係
（電気協同研究第54巻第5号より抜粋）

・ 変圧器の更新計画について、外部と内部の劣化状況等を適切に評価し、優先順位を設定しています。
・ 北海道は外気温が低いことから熱による内部の絶縁紙劣化の影響が少なく、過去実績より外部劣化による

漏油障害等が更新の要因になることが多いため、漏油補修や外装品取替(パッキンやラジエターなど)等の⼤
規模修繕により漏油を防⽌することで更新時期の延伸化を図っております。

・ 内部劣化については、変圧器の内部故障に発展する過熱・放電等の不具合兆候の早期発⾒のため定期
的に油中ガス分析を実施し検出された可燃性ガス量による様相診断を⾏うとともに、⼤規模修繕に合わせて
変圧器内部の巻線絶縁紙の劣化診断を実施しております。

３．他社の効率化事例に対する取組状況 （３）取組事例④

これまでの劣化診断実績から、電気協同研究第54巻第5号『油⼊
変圧器の保守管理』に⽰されている巻線絶縁紙寿命（平均重合
度：450）に対して⼗分裕度があることを確認しており、熱による内
部の絶縁紙劣化の影響が少ないことを把握しております。



10３．他社の効率化事例に対する取組状況 （３）取組事例⑤

【取替時期の延伸等の効率化】 コンクリート柱の現地補修（配電設備）

補強版取付

コンクリート柱頭
部に樹脂キャップ
取付

頭部剥離対策 取替までの暫定補強
対策

アラミド繊維⼯法
（他社適⽤⼯法－試験実施）

表⾯を補修

表⾯補修対策

・ コンクリート柱の現地補修について、劣化状況に合わせて頭部剥離対策、暫定補強対策、表⾯
補修対策、延命化対策等を実施し、取替時期の延伸化等により効率化を図っております。

補強による延命化対策

＜アラミド繊維＞
⾼強度・⾼弾性・耐熱性
を持つ繊維
（適⽤例：消防服など）

樹脂
キャップ 補強板



11３．他社の効率化事例に対する取組状況 （３）取組事例⑥

【取替時期の延伸等の効率化】防錆対策の採⽤（配電設備）

0

• 変圧器（電圧⾃動調整器含む）等の配電機器類は、塩害地域等で外箱の腐⾷進⾏による
劣化が発⽣しやすい状況にあります。このため、外箱に防錆対策を施し取替時期の延伸化を
図っております。

錆発⽣ 錆無し

従来塗装品 ⾼耐⾷メッキ
仕様品

防錆対策

上蓋等も
⾼耐⾷メッキ

仕様

＜アーム、バンド類＞

重塩害地区
（溶融亜鉛メッキ＋防錆塗装）

0

＜柱上変圧器＞
試験実施
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【その他の効率化】 配電盤運⽤他保守業務の遠隔化への取組（変電設備）
・ 社内通信回線を活⽤し、遠隔地より事故時の情報収集や遠隔カメラによる変電所状況の確認等が可能な保守

情報伝送システムを事務所から遠隔の電気所を中⼼に導⼊しております。このシステムにより系統制御所へ発報さ
れる故障情報を詳細に補完し、事故障害発⽣時の初動体制の効率的な運⽤を実現しております。

・ 今年度より、更なる保守業務の効率化に向けて⼀部の事業所にモバイル端末を試験導⼊しており、検証結果を踏
まえ、全保守事業所への展開を図ってまいります。

＜保守情報伝送システム＞

保守情報伝送装置（左）と屋外カメラ（右［変電所鉄構取付状態］）

＜モバイル端末を利⽤した保守業務効率化＞
変電所と事務所との情報共有⽅策として、メッセンジャー
機能が利⽤可能なスマートフォンを活⽤し、業務効率化
に向けた検証を⾏っております。
【適⽤想定】
○事故障害発⽣時の迅速かつ的確な情報共有

（障害部位の詳細状況写真の共有等）
○現地機器状態のリアルタイムの情報共有

（迅速かつ的確な保守実施判断の伝達） 等

検証状況（左：モバイル端末、右：メッセンジャー機能）

各機能 活 ⽤ 実 態

警報監視
機能

事故障害発⽣時の詳細な警報表⽰を遠隔地(事務所
等)から監視可能であり、対応の迅速化が図られる

アナログ情報
監視機能

外温や変圧器油温等の情報を取込み、遠隔地(事務
所等)からの変圧器過負荷監視等に活⽤

カメラ機能 異常気象時の変電所状況確認、営巣・漏油・冠雪状
況監視、⼯事管理等を遠隔地(事務所等)から実施

３．他社の効率化事例に対する取組状況 （３）取組事例⑦
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夜間模擬：-5℃
（冷凍庫）

４．新たな効率化の取組状況

・ 従来、ケーブル⼯事は、製品製造から敷設⼯事・端末⼯事・試験に⾄る⼀連の作業をメーカーに⼀括発注
してきました。

・ ⼀連作業のうち、敷設⼯事は地域施⼯会社下請による施⼯実績が多く、敷設に関して単独作業が可能な
資機材・施⼯⼒を蓄積してきました。

・ そこで今年度より、ケーブル敷設⼯事を地域施⼯会社へ区分発注することにより、効率的かつ柔軟な⼯程管
理を可能にするとともに、従来のケーブル⼯事費⽤と⽐較して5〜10%のコストダウンを図りました。

【発注⽅法の効率化】 ケーブル⼯事における区分発注の採⽤

従来の⼀括発注

敷設⼯事
(メーカー)

端末⼯事
(メーカー)

試験
(メーカー)

製 造
（メーカー）

（地域施⼯会社）

（下請）（下請）

（新規）敷設⼯事の区分発注

端末⼯事
(メーカー)

試験
(メーカー)

製 造
（メーカー）

敷設⼯事
(地域施⼯会社)

（ｹｰﾌﾞﾙ納⼊）（ｹｰﾌﾞﾙ納⼊） （ｹｰﾌﾞﾙ敷設完了）（ｹｰﾌﾞﾙ敷設完了）

⾒直し

⼯程 内容
【製品製造】
・メーカー ケーブル⼯場における製品製造

【敷設⼯事】
・メーカー
↓

・地域施⼯
会社

現地におけるケーブル敷設(延線)作業

【端末⼯事・
試験】
・メーカー

ケーブル敷設後の端末接続および試験
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【取替時期の延伸等の効率化】断路器積層薄銅板（コーペル板）の保全⽅策（変電設備）

• 気中断路器の主接触部に使⽤されているコーペル板は、腐⾷に伴う⻲裂により通電性能が低
下し、塩害地区では短周期での部品取替が必要でしたが、コーペル板の腐⾷調査や部品延
命⽅策の検討を⾏い、「低コスト」かつ「短時間」の施⼯で、腐⾷抑制と部品延命の効果が得
られる保全⽅策として、「コーペル板⾃体にコーティングする⽅法」を考案・採⽤し、部品取替費
⽤の低減（2倍程度の部品延命）を図っています。 【効率化額：▲2百万円/年】

断路器通電経路 コーペル板の通電経路

コーペル板の腐⾷抑制対策には、コーペル
板表⾯に塩分を付着させないことが有効

塩⽔噴霧等による加速劣化試験や屋外暴露試験から、
耐⾷性や耐候性に優れた「シリコーンゴム」によるコーティ
ングを選定

コーペル板に腐⾷に伴う⻲裂が発⽣すると通電性能が
低下するため、コーペル板上下⾯と側⾯をコーティング

４．新たな効率化の取組状況



15４．新たな効率化の取組状況

【新材料・新⼯法の利⽤】 地中管路の再利⽤（配電設備）

• 電⼒ケーブルの取替や空管路のケーブル敷設時において、電⼒管路の損傷や管内等の経年劣
化が発⾒される場合がありますが、管路更⽣を⾏い既設電⼒管路を再利⽤することにより、道
路掘削コストの削減や施⼯期間の短縮化を実現しております。【効率化額：▲80百万円/年】

管路敷設箇所の例

管路カメラ劣化状況

＜電⼒管路の劣化状況＞

⑤接続部のずれ
ひび割れ・劣化

＜電⼒管路の再利⽤＜管路更⽣＞のイメージ＞

管路ずれ

再
利
用

現状では使用できない
<代表例：反転工法の原理>

エポキシ樹脂等で接着

空気・水

更生

管路の経
年劣化

管路の内部をエポキシ樹脂等で

補修することで更生、再利用
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分類 取組事例 評価

体制
効率化
のための
体制

経営基盤強化推進委員会 北海道
調達検討委員会 北海道
調達改⾰委員会の設置 東北 ○
調達委員会 東京 ○
⽣産性向上委員会 中部 ○
経営基盤強化委員会 北陸 ○
コスト構造改⾰ＷＧの設置 関⻄ ○
経営層で構成する会議体での資機材・役務調達⽅針等の共有 中国 ○
送配電カンパニーにおける業務改善等への取組と⽔平展開 中国 ○
経営改⾰特別委員会の設置 四国 ○
資機材調達コスト低減への取組体制
（資機材調達分科会・調達改⾰推進委員会の設置等） 九州 ○

品質マネジメントシステムの構築 沖縄 ○
調達コスト低減に向けた取組（共同調達、リバースオークション等の
利⽤拡⼤等） 沖縄 ○

（参考）H28年度事後評価における効率化122項⽬の取組状況 項⽬⼀覧①

・ H28年度託送収⽀の事後評価において共有された効率化122項⽬毎の取組状況は以下のと
おりです。

（凡例）○：他社と同様の取組を実施 △：他社と同様と思われる取組を実施 ×：取組を実施していない(実施できない、現在検討中等を含む) －：対象設備が無い場合
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分類 取組事例 評価

⼈件費・
委託費等 ⼈件費の削減等

給料⼿当ての削減 北海道
基準賃⾦の引下げ 東北 ○
退職年⾦制度⾒直し 東北 ○
顧客管理に係る定型業務の⼀部集中化 東京 ○
⽀社組織統廃合の検討等による⼈員数削減 東京 ○
バックオフィス業務の集中化など 中部 ○
従業員の年収⽔準の低減 北陸 ○
採⽤数の抑制や管理間接業務におけ集約化 関⻄ ○
⽉例賃⾦の減額を継続するなど給与等の削減 関⻄ ○
事業所の再編 中国 ○
配電現場出向⽤ハンディターミナル（配電ＨＴ）の開発・導⼊に
よる供給申出業務の効率化 四国 ○

退職⾦・年⾦制度の⾒直し 九州 ○
効率的な組織運営（業務集中化、組織・事務所の統廃合等） 沖縄 ○

（凡例）○：他社と同様の取組を実施 △：他社と同様と思われる取組を実施 ×：取組を実施していない(実施できない、現在検討中等を含む) －：対象設備が無い場合

（参考）H28年度事後評価における効率化122項⽬の取組状況 項⽬⼀覧②
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分類 取組事例 評価

設備
関連
費

調達の
合理化

発注⽅法
の効率化

スマートメーターの共同調達 北海道
複数年度⼀括発注（⽯狩⽕⼒幹線新設⼯事） 北海道
集約発注（外部との共同調達）の実施 東北 ○
ＶＥ⽅式採⽤ 東北 ○
資機材の共同調達 東京 ○
地中送電ケーブル⼯事分野における発注⽅法の⼯夫 東京 ○
配電⽤設備品分野での発注⽅法⾒直し 東京 ○
連系設備増強における資機材の共同での競争発注 中部 ○
共同調達による価格低減 中部 ○
電⼒⽤資機材への共同調達の拡⼤ 関⻄ ○
仕様⾒直しに資する「ＶＥ⽅式」やまとめ発注による価格低減 関⻄ ○
共同調達の実施 中国 ○
ＶＥ⽅式の採⽤ 中国 ○
コストオン⽅式の採⽤ 中国 ○
⼀括発注・共同調達（遮断器、スマートメーター、蓄電池など） 四国 ○
共同調達・リバースオークション 九州 ○
共同調達・リバースオークションの実施 沖縄 ○

（凡例）○：他社と同様の取組を実施 △：他社と同様と思われる取組を実施 ×：取組を実施していない(実施できない、現在検討中等を含む) －：対象設備が無い場合

（参考）H28年度事後評価における効率化122項⽬の取組状況 項⽬⼀覧③
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分類 取組事例 評価

設備
関連
費

調達の
合理化

仕様・設計
の汎⽤化・
標準化

新たな⾼圧線⽤カバーの仕様⾒直し 北海道
分路リアクトルにおける真空スイッチの採⽤ 北海道
保護継電装置（リレー）のバックアップ機能の簡略化 北海道
系統保護リレーの仕様標準化 東北 ○
配電⽤柱上変圧器の仕様⾒直しによる低減 東京 ○
超狭根開き鉄塔の開発 東京 △
機材仕様の⾒直しによる⾜場ボルトの細径化 東京 ○
要求仕様の⾒直しによる調達先候補の複数化
（「複合型補償リアクトル」の仕様緩和） 中部 △

光搬送装置の機器仕様⾒直し 北陸 ○
２本継コンクリート柱への仕様変更 関⻄ × → △
超⾼圧クラス以上の変圧器等の仕様⾒直し 関⻄ ○
⾼圧計器の仕様の標準化 中国 ○
配電線へのアルミ電線の全⾯採⽤ 四国 ○
塗料仕様の標準化（送電設備） 九州 ○
72kV遮断器発注における要求仕様の⾒直し 沖縄 ○

（凡例）○：他社と同様の取組を実施 △：他社と同様と思われる取組を実施 ×：取組を実施していない(実施できない、現在検討中等を含む) －：対象設備が無い場合

（参考）H28年度事後評価における効率化122項⽬の取組状況 項⽬⼀覧④
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分類 取組事例 評価

設備
関連
費

⼯事内容
の⾒直し

新材料・
新⼯法の
利⽤

狭根開き鉄柱の採⽤ 北海道
鉄塔建替基数削減 北海道
変圧器の構内移動⼯法（油圧式移動装置）の採⽤ 北海道
クランプカバーの形状改良 東北 ○
送電⼯事仮設道路での盛⼟材へのプラスチック製剤の活⽤ 東北 ○
架空送電線点検⽅法の効率化 東京 ○
66kV空気遮断器点検の改善 東京 －
柱上変圧器取替⼯事の効率化 東京 △
柱上変圧器⽤耐雷ＰＣの仕様共通化、合理化 中部 ○
⾃動電圧調整器の仕様⾒直し 北陸 △
鉄塔塗装剤の新規採⽤による塗装周期延伸 北陸 △
新規開発の低⾵圧アルミ電線導⼊による調達コスト及び
⼯事費⽤低減 関⻄ ○

変圧器における機器構造の簡素化や仕様等の⾒直しによる
製造原価低減 関⻄ ○

無停電作業による鉄塔塗装の実施 中国 －
安価な⿃害防⽌具の導⼊ 中国 ○

（凡例）○：他社と同様の取組を実施 △：他社と同様と思われる取組を実施 ×：取組を実施していない(実施できない、現在検討中等を含む) －：対象設備が無い場合

（参考）H28年度事後評価における効率化122項⽬の取組状況 項⽬⼀覧⑤
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分類 取組事例 評価

設備
関連
費

⼯事内容
の⾒直し

新材料・
新⼯法の
利⽤

架空送電線の電線張替⼯事における新⼯法
（部分的な吊⾦⾞延線⼯法）の採⽤ 四国 ○

ケーブル張替⼯法の⾒直し（送電設備） 九州 ○
アーム補強⾦物の開発（配電設備） 九州 ○
鉄塔の杭基礎に⽤いる「いかり材」の⾒直し 沖縄 －
⼈孔⼨法の⾒直し（縮⼩化） 沖縄 ○

系統構成
設備の
効率化

変電所の統廃合 北海道
33kV川湯配電塔の廃⽌ 北海道
⼭間部横断配電線のルート変更による後年度の伐採費⽤抑制 東北 ○
ダイナミックレイティング活⽤による設備増強の回避 東京 △
電⼒需要動向に応じた流通設備の最適化の取組 中部 ○
鉄塔まとめ建替 北陸 ○
設備利⽤率等を将来的なニーズなど総合的に評価した上で
設備のスリム化 関⻄ ○

２回線化による区間廃⽌ 中国 ○
空気圧で操作する変電機器を⽼朽取替に合わせ電動化し
コンプレッサーを撤去したことによるメンテナンス費⽤の削減 四国 ○

設備形成の合理化（送電・変電設備） 九州 ○
ケーブル接続箇所数の低減 沖縄 ○

（凡例）○：他社と同様の取組を実施 △：他社と同様と思われる取組を実施 ×：取組を実施していない(実施できない、現在検討中等を含む) －：対象設備が無い場合

（参考）H28年度事後評価における効率化122項⽬の取組状況 項⽬⼀覧⑥
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分類 取組事例 評価

設備
関連
費

設備
保全の
効率化

点検周期の
延伸化等の
効率化

275kV連絡⽤変圧器の電圧調整スイッチ(LTC)の点検周期⾒直し 北海道
不良懸垂碍⼦の検出点検周期延伸 東北 ○
電圧調整スイッチ（LTC)吊り上げ点検のインターバル延伸 東京 ○
配電設備のリユース・延命化の拡⼤ 東京 ○
配電⽤変電所における変電機器の定期点検内容の⾒直し 中部 ○
開閉器点検周期の延伸 北陸 ○
デジタル型保護リレーの定期点検省略 北陸 ○
ガス遮断器の内部点検に状態監視保全を導⼊し、点検頻度を抑制 関⻄ ○
変圧器の点検に状態監視保全を導⼊し、点検頻度を抑制 関⻄ ○
静⽌型保護継電器について障害実績を評価し、点検周期を延伸 関⻄ ○
変圧器タップ切換装置の細密点検周期の延伸化 中国 ○
架空送電線の懸垂碍⼦の点検頻度延伸 四国 ○
187kV以上のガス遮断器の点検の効率化 四国 ○
定期点検の⾒直し（定期点検の状態基準保全化等） 九州 ○
変圧器タップ切換開閉器における点検周期延伸化 沖縄 ○

取替時期の
延伸化等の
効率化

耐塩コンクリート柱の採⽤ 北海道

変圧器の再利⽤増加 東北 ○

（凡例）○：他社と同様の取組を実施 △：他社と同様と思われる取組を実施 ×：取組を実施していない(実施できない、現在検討中等を含む) －：対象設備が無い場合

（参考）H28年度事後評価における効率化122項⽬の取組状況 項⽬⼀覧⑦
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分類 取組事例 評価

設備
関連
費

設備
保全の
効率化

取替時期
の延伸化
等の効率
化

鉄筋コンクリート柱取替評価基準の⾒直しによる取替対象の厳選 東京 ○
マンホール内⽴⾦物補修・防⽔装置補修・漏⽔補修の省略 東京 ○
保護継電装置におけるユニット交換⼯法の採⽤ 中部 △ → ○
寿命評価による遮断器の延命化 北陸 ○
CVケーブルにおいて、損失電流法等の劣化診断も⽤いた設備取替
時期の⾒極め 関⻄ ○

コンクリート柱の取替時期において、⾼精度巡視データに基づく取替
時期の延伸化 関⻄ △

変圧器について、フルフラールと平均重合度の関係式を⽤いて設備
寿命の⾒極め 関⻄ △ → ○

系統保護装置の取替延伸化 中国 ○
超⾼圧⺟線保護リレー装置の部品単位での交換によるコスト低減 四国 △ → ○
変圧器の更新時期の延伸 九州 △ → ○
送電線の余寿命診断精度向上による最適な改修時期への⾒直し 九州 ○
コンクリート柱のひび割れや剥離等の現地補修 九州 △
⾼耐⾷メッキの導⼊ 沖縄 △ → ○

その
他 その他効率化

配電系統図表⽰システムの採⽤ 北海道
配電盤運⽤保守業務の遠隔化 東北 △ → ○
九電ハイテックへの保全業務委託 九州 △

（凡例）○：他社と同様の取組を実施 △：他社と同様と思われる取組を実施 ×：取組を実施していない(実施できない、現在検討中等を含む) －：対象設備が無い場合

（参考）H28年度事後評価における効率化122項⽬の取組状況 項⽬⼀覧⑧


